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中国電力株式会社

島根原子力発電所1号機の制御棒誤挿入について

  島根原子力発電所1号機（沸騰水型，定格電気出力46万キロワット）は，本日13時38分，定格熱出力一定運転中に定期試験（原子炉保

護系ハーフスクラム試験）を実施していたところ，制御棒1本が全挿入となり，発電機出力が46万9千キロワットから46万4千キロワットま

で低下しました。 

  現在，1号機は46万4千キロワットで安定に運転を継続しています。

  また，放射性物質の放出はなく環境への影響はありません。

  原因は調査中です。

  本事象は，実用炉規則に基づく報告対象（想定外の制御棒動作）に該当します。
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緊急停止信号回路図 
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全挿入した制御棒（J-10） 
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制御棒配置図および緊急停止信号回路図 

制御棒配置図 ：全引抜き制御棒 

：部分挿入制御棒 

＊制御棒本数 97本 
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